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福
山
誠
之
館
高
校
（
福
山
市
）
②

本
質
学
ぶ
気
概

各
界
で
脈
々
と

藩
校
当
時
の
玄
関
部
分
に
主
屋
が
増
築
さ
れ
た
福
山
誠
之
館
晶
の

記
念
愉
。
現
在
地
に
移
築
さ
れ
、
２
０
０
１
年
に
国
の
登
録
有
形

阿
心
材
と
な
っ
た

　＜かつての卒業生＝文化･学術＞葛原しげる（1886

～1961年）童謡作詞家。福山市名誉市民▽森戸辰男

　（1888～1984年）広島大学長。文部相。衆院議
員。文化功労者｡広島市･福山市名誉市民▽藤井清水

（1889～1944年）作曲家▽福原麟太郎（1894ヽ1981年）

英文学者。文化功労者。福山市名誉市民▽井伏鱒二

　（1898～1993年）小説家。代表作に「山根魚」「黒

い雨」など。文化勲章を受章。広島県名誉県民、福

山市名誉市民▽宮地伝三郎（1901～88年）動物生態

学者。京都大教授▽小山祐土（1906～82年）劇作家

▽大島久見（1915～2004年）能楽シテ方喜多流職分

▽藤原弘達（1921～99年）政治評論家。明治太教授

▽栄久庵憲司（1929～2015年）工業デザイナー。戦

後の第一人者としてしょうゆの卓上瓶や秋田新幹線

の車体などを手掛けた▽太楽華鬘（1931～2019年）

書家▽藤家虹二（1933～20U年）クラリネット奏者

Ｋ回Tﾐ

　
眉
出
城
之
館
高
は
、
江
戸
幕
府
老
中
で
福
山
藩

主
の
阿
部
正
弘
が
闘
い
た
藩
校
を
源
流
と
し
て
い

る
。
米
国
の
ペ
リ
ー
来
航
以
来
の
国
難
に
対
処
で

き
る
人
材
の
育
成
が
狙
い
だ
っ
た
。

　
現
代
ロ
シ
ア
論
や
国
際
政
治
学
が
専
門
の
青
山

学
院
大
・
新
湯
県
立
大
名
誉
教
授
袴
田
茂
樹
（
7
7
）

は
母
校
の
歴
史
か
ら
「
単
に
受
験
の
た
め
で
な
く
、

物
事
の
本
質
を
考
え
る
た
め
に
学
ぶ
校
風
が
あ
る

と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
関
心
の
あ
る
こ
と
を
や
り
、

私
も
本
質
を
考
え
る
基
礎
を
つ
く
っ
た
」
と
振
り

返
る
。

　
物
理
や
数
学
が
得
意
で
物
理
研
究
部
に
入
り
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
や
写
真
現
像
に
打
ち
込
ん
だ
。

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
け
た
湯
川
秀
樹
に
憧

れ
、
大
学
で
原
子
物
理
学
を
学
ぼ
う
と
考
え
て
い

た
が
、
世
界
史
の
本
を
さ
ま
ざ
ま
読
み
衝
撃
を
受

け
た
。
「
時
代
や
国
に
よ
っ
て
価
値
観
が
全
く
異

な
る
。
当
た
り
前
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
歴
史
的

に
検
証
し
た
い
」
と
恵
示
大
で
哲
学
を
学
ん
だ
。

　
大
学
卒
業
後
は
、
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
後

も
旧
ソ
連
で
暮
ら
し
て
い
た
父
の
誘
い
で
モ
ス
ク

ワ
大
大
学
院
へ
。
ロ
シ
ア
人
の
国
民
意
識
な
ど
を

５
年
間
研
究
し
、
帰
国
後
は
研
究
職
に
。
１
９
８

０
年
代
後
半
か
ら
旧
ソ
連
の
民
主
改
革
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
、
社
会
主
義
国
の
崩
壊
が
相
次
い
で
起
き
、

専
門
家
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
て
き
た
。
若

い
世
代
に
は
「
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。
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青
山
学
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新
潟
県
立
大
名
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教
授
　
袴
田
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災
害
や
紛
争
の
地
に
医
療
従
事
者
た
ち
を
派
遣

す
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム

ダ
、
岡
山
市
）
理
事
長
の
菅
波
茂
言
）
は
、
高
校

２
年
の
時
に
見
た
写
真
が
活
動
の
原
点
。
南
方
戦

線
の
浅
瀬
で
倒
れ
た
若
い
日
本
兵
の
写
具
を
祖
父

の
蔵
書
に
見
つ
け
、
く
ぎ
付
け
に
な
っ
た
。
「
自

分
と
同
じ
若
者
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
死
に
方
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
ど
う
す
れ
ば
平

和
を
築
け
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

　
岡
山
犬
医
学
部
に
進
み
、
医
師
に
。
ア
ジ
ア
各

国
を
巡
り
、
難
民
救
援
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必

要
と
感
じ
た
経
験
か
ら
8
4
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
設

立
・
乙
「
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
」
と
被
災
地
な

ど
で
支
援
し
て
き
た
。
現
在
は
3
2
カ
国
・
地
域
に

支
部
を
置
き
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
は
２
０
０

件
を
超
え
る
。
母
校
の
後
輩
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
要
請

に
応
じ
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
岩
手

県
に
向
か
う
な
ど
、
被
災
地
で
支
援
を
し
て
く
れ

た
。
一
…
…
。
「
国
難
に
対
処
す
る
建
学
の
精
神
が
今
も
生

き
て
い
る
」
と
感
謝
す
る
。

佐野俊二

一

　
世
界
的
に
有
名
な
小
児
心
臓
外
科
医
で
米
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｓ

Ｆ
）
教
授
の
佐
野
俊
二
（
6
9
）
は
「
自
由
な
校
風
の

下
で
素
晴
ら
し
い
友
人
や
個
性
的
な
教
諭
に
恵
ま

れ
た
」
と
顧
み
る
。
一
番
の
思
い
出
は
３
年
の
時

の
高
校
野
球
広
島
大
会
。
野
球
部
が
決
勝
ま
で
勝

ち
進
み
、
甲
子
園
出
場
ま
で
あ
と
一
歩
で
敗
れ
た

も
の
の
、
何
度
も
球
場
に
駆
け
付
け
応
援
し
た
。

　
小
学
４
年
の
時
に
左
肘
を
複
雑
骨
折
し
て
治
療

を
受
け
た
経
験
か
ら
、
岡
山
犬
医
学
部
へ
進
ん
だ
。

卒
業
回
折
生
し
た
骨
内
膳
言
戸

‘
・
’
土
『
‐
‐
宍
へ

し
て
も
再
発
を
繰
り
返
し
て
亡
ご
ご
、
｛
　
。
【

限
界
を
感
じ
た
。
手
術
が
円
み
へ
’
・
】
…
…
言
・
。
ｙ
｛
・
‥
ぃ
’

る
と
考
え
、
心
臓
外
科
医
を
目
指
…
…
・
…
…

　
ニ
ュ
よ
ン
土
フ
ン
ド
、
才
Ｉ
ス
ト
ら
…
…
…
―
。

界
的
名
医
に
師
事
し
、
帰
端
役
は
岡
レ
ご
七
レ
ぃ
ご
。
・

さ
れ
た
心
臓
血
管
外
科
の
教
授
に
打
席
言
言
…
…

就
任
。
心
臓
病
の
高
度
な
手
術
や
再
生
玉
樟
斤
こ
一

内
外
で
実
績
を
重
ね
、

1 6
年
に
Ｕ
ｃ
回
ゾ
牡
○

た
。
「

7 0
歳
が
近
い
が
、
小
学
生
侍
言
＜
”
‐
‥
…
…
一
一
・
・
・
ヽ
’

を
今
で
も
追
い
求
め
て
い
る
」

〃 j - － 〃 ･ -

頁岩清貴

　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
長
の
森
迫
清
貴
訪
）
は

　
「
勉
強
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
に
遊
び
と
グ
や
り
卜
言
上

と
を
楽
し
ん
だ
」
と
回
顧
す
る
。
グ
ラ
フ
け
呻
几

テ
ニ
ス
部
。
サ
ッ
カ
ー
や
マ
ラ
ソ
ン
な
ご
絞
円
い

競
技
大
会
で
も
汗
を
流
し
、
切
手
沢
巣
心
行
豆

も
フ
ヘ
っ
た
。

　
建
築
を
学
ぶ
た
め
京
都
工
芸
繊
維
大
に
進
学
。

小
四
・
学
時
代
の
一
時
期
を
過
ご
し
た
倉
敷
市
で
丹

下
健
三
設
計
の
市
庁
舎
（
現
市
立
美
術
館
）
丁
三

原
美
術
館
な
ど
の
建
物
を
見
て
関
心
を
抱
い
て
き

た
。
同
大
で
研
究
職
に
就
き
、
専
門
は
建
築
構
造

力
学
。
1
8
年
か
ら
学
長
を
務
め
る
。
後
輩
に
「
進

ん
だ
場
所
で
面
白
が
っ
て
や
れ
る
か
ど
う
か
が
大

切
。
ど
の
よ
う
に
自
分
を
高
め
る
か
を
自
ら
考
え

て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

　
学
術
・
医
療
分
野
で
は
他
に
恵
示
工
摯
ｔ
八
名
誉

教
授
（
機
械
工
学
）
で
元
拓
殖
大
学
長
の
坂
田
勝

陥
）
、
京
都
大
名
誉
教
授
で
元
奈
良
県
立
医
科
大

学
長
の
吉
田
修
（
8
6
）
、
元
大
阪
犬
歯
学
部
長
作
田

正
義
（
8
4
）
、
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
（
中

米
言
語
学
・
文
化
史
）
ハ
杉
佳
穂
（
7
1
）
、
元
広
島

市
立
広
島
市
民
病
院
長
荒
木
康
之
訪
）
た
ち
が
い

る
。
口
口
敬
称
略
　
ハ
編
集
委
員
・
岩
崎
香
寺

次
回
は
2
7
日
に
掲
載
し
ま
す
。
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